
『小平市医療的ケア児を支援する連絡会』 

立ち上げまでの経緯と現状について 

 

令和元年１０月１７日（木） 

小平市障がい者支援課 
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１ 小平市の紹介 

 

２ 小平市及び近隣市の社会資源の状況 

 

３ 小平市における医療的ケア児支援の 

  ための協議の場の設置までの経緯 

 

４ 医療的ケア児の実数把握に係る調査内容 

本日の内容 
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• 市制施行日：昭和37年10月1日 

• 面積：20.51 km² 

• 人口：19４,３７６人（令和元年９月1日現在） 

• ブルーベリー発祥の地 

• 都市の利便性と、農地が残る郊外の静けさをもつ
「プチ田舎」  

• 総計1,0２８億円（一般会計6２６億円）  

• 子育て世代人口増に伴う保育園の急増  
 

 

 

1  小平市の紹介 
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種類 平成３０年度 平成２９年度 増減 

身体障がい ５,７７１人 ５,６１８人 
１５３人増 

（2.７%増） 

知的障がい １,５５０人 １,４７５人 
７５人増 

（５.１%増） 

精神障がい １,９５１人 １,８１２人 
１３９人増 

（７.７%増） 

合計 ９,２７２人 ８,９０５人 
３６７人増 

（４.１%増） 

小平市における障がい者数の推移 

各年度末 障害者手帳所持者 



２  小平市及び近隣市の社会資源の状況 

・国立精神・神経医療研究センター病院 
・緑成会整育園 

【小平市】 

【東大和市】 
東京都立東大和療育センター 

【武蔵村山市】 

東京小児療育病院 

【府中市】 
東京都立小児総合医療センター 

小平市内の医療的ケア児と関わりのある主な療育・医療機関 
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“医療的ケア児を支援する連絡会”の設置、開催（令和元年度） 

・有識者、医療機関従事者、福祉サービス従事者、訪問看護事業者、当事者家族、教育委員会部局、市長部局関係機関等への声かけ 
・『医療的ケア児を支援する連絡会』の開催 

協議の場の設置へ向けた講演会及び“準備会”の開催等（平成30年度） 

・課内でのプロジェクトチーム立ち上げ        ・講演会の開催 
・準備会の開催（2回）              ・チームメンバーによる情報収集 

第一期小平市障害児福祉計画への位置付け（平成29年度） 

平成２８年６月３日公布の児童福祉法の一部改正や国の基本指針を踏まえ、平成３０年3月に策定した第一期小平市障害児福祉計画の
中に、平成３０年度末までに医療的ケア児の協議の場の設置を目指すことを位置付けた。 

３  小平市における医療的ケア児支援のための 
     関係機関の協議の場の設置までの経緯 
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協議の場の設置へ向けた“準備会”開催までの経過 

NPO法人地域ケアさぽーと研究所理事・女子栄養大学・白梅学園大学非常勤講師

の下川和弘氏を招き、「医療的ケア児の豊かな地域生活を目指して～今求められて

いる関係機関の協議の場～」をテーマに一般公開にて講演会を開催。その後、講演

会に集まった関係機関（医療、福祉、保育、教育分野）に次年度以降医療的ケア児

支援のための協議の場の設置を周知。さらに、準備会のコアメンバーとなる当事者

家族、保健所、訪問看護事業所へ、準備会への参加を要請。 

当事者家族、保健所、福祉機関（医療的ケア児コーディネーター）、訪問看護事
業所看護師、居宅介護事業所職員、市健康推進課に参加いただき、第１回準備会
を開催。協議の場の設置へ向けた話し合いを実施。協議の場に係る設置の目的、
根拠法令、設置形態、構成メンバー、開催回数、想定される協議事項等について
情報共有、協議を行った。この時点で平成３１年度予算は未確定であった。 

第１回準備会と同メンバーで第２回準備会を実施。この時点で平成３１年度予
算が決まっていたため、第１回準備会で協議した内容について、より具体的な
協議を行った。 

有識者による講演会を開催 （平成３０年９月） 

第１回準備会を開催（平成３０年１２月） 

第２回準備会を開催（平成３１年３月） 
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“医療的ケア児を支援する連絡会”開催までの経過と現状 

年度当初より、第１回連絡会を開催するために課内プロジェクトチームでの
打ち合わせを重ねた。構成メンバーを選考し、各関係機関との調整を行う。
市内外の訪問看護事業所へアンケート調査等を実施し、市内の医療的ケア児
の人数把握に努めた。開催された第１回連絡会では、設置までの経緯、アン
ケート調査の集計結果等の情報共有や、各参加機関の医療的ケア児への関わ
りや課題等について意見交換を行った。 

第２回連絡会開催へ向けて、訪問看護事業所へ人数把握のための追加調査を
実施した。 

開催された第２回連絡会では、第１回連絡会での意見交換の振り返りや、追
加実施したアンケート調査の集計結果の報告等を行った。また、当連絡会の
メンバーでもある下川氏より、「医療的ケア児者の地域生活～生涯にわたっ
て切れ目のない一貫した支援の現実～」をご講演いただき、医ケア児を取り
巻く最新の状況を学んだ。さらに、連絡会メンバーの中からワーキングチー
ムを立ち上げようという積極的な意見が出され、前向きな話し合いが行われ
た。 

多摩地区において最前線で医療的ケア児の在宅療養生活を支援している、
さいわいこどもクリニックの宮田章子氏より在宅医のお立場から講演を
いただく予定。 

第１回連絡会を開催 （令和元年６月） 

第２回連絡会を開催 （令和元年９月） 

第３回連絡会を開催予定 （令和２年１月末） 
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概数 

１回目調査 
【調査依頼先】 
 市内及び近隣市の訪問看護事業所７８カ所 
【調査内容】 
 以下について調査を行った。 
 ①事業所で把握している、小平市居住の医療的ケア児 
  （者）の人数（そのうち、未就学、就学、成人の内訳） 
 ②①の人数のうち、人工呼吸器装着者 
 ③医療的ケア児の支援に関わる中での課題（自由意見） 
 ④医療的ケア児の受け入れをしていない場合は、その理由 
【調査結果】 
 回答率７０．５％ 
 医療的ケア児を支援していると回答した事業所は１４カ所 
 合計人数７８名（ただし、人数は延べ人数（複数の事業所
が関わっている人の場合は、それぞれの事業所が計上してい
る）。 
 この結果により、小平市内の医療的ケア児の概数や、医療
的ケア児の支援に係る訪問看護事業所の課題等が整理できた。 

２回目調査 
【調査依頼先】 
①前回調査で小平市居住の医療的ケア児を支援していると
回答した訪問看護事業所 
 １４カ所 
②未就学児に関わる健康推進課担当保健師 
【調査内容】 
 上記調査依頼先へ、関わっている医療的ケア児の①氏名
（イニシャル）、②性別、③年齢、④疾患名、⑤医療的ケ
アの内容について調査を行った。 
【調査結果】 
 回答結果を基に、障がい者支援課で把握している情報と
合致させることで、医療的ケア児の個別化を図り、より正
確な人数（実数）の把握を行った。 
 その結果、小平市内の医療的ケア児の数は５５名という
結果となった。 
 さらに、その５５名について、訪問看護事業所が実施す
る医療的ケアの内容、障害者手帳所持状況、福祉用具給付
状況、福祉サービス利用状況を把握できた。 

４ 医療的ケア児の実数把握に係る調査内容 

訪問看護事業所の詳細な情報 

健康推進課の情報 

障がい者支援課の情報 

訪問看護事業所の情報 

実数 

小平市内の 
医療的ケア児の数 9 



ご清聴ありがとうございました 
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